
（別紙４）

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 6件 （回答者数） 5件

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 4件 （回答者数） 4件

～ 令和7年2月19日

（対象数） 6件 （回答数） 6件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・学校、家族と協力し、最終的に一人で登校できるよう計画

する。

2

・発信しやすい環境を整えていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・資料などを持参の上、説明の機会を増やす。

2

3

不登校、行き渋りの児童に対し、登下校の送迎支援を行って

いる。

・個々に合わせた支援、声掛けを行いながら、安心した中で

登校している。

子どもの発信、保護者の困りごとに寄り添っている。 ・子どもの発信や小さなサインを見逃さず、職員間で話し合

い支援に繋げる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

学校側への説明不足。 ・担任だけでなく、学校全体への周知。

令和7年2月3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年2月19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年2月10日

○事業所名 ゆにーく

○保護者評価実施期間 令和7年2月3日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


